
２０２１年３月度

 生 産 4,840千ｔ、前年比94.6％と３ヶ月連続で前年を下回った。

国内は3,398千ｔ、前年比101.1％と５ヶ月ぶりに前年を上回った。

 販 売 輸出は1,031千ｔ、前年比90.7％と６ヶ月ぶりに前年を下回った。

合計では4,428千ｔ、前年比98.5％と３ヶ月連続で前年を下回った。

 在 庫 こうしたことから在庫は4,336千ｔ、前月比96.2％となった。

2021年4月22日

セメント需給実績

　　　一般社団法人 セメント協会　http://www.jcassoc.or.jp
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注： は各月の寄与度ワースト３

２０２０年会計年度 セメント国内販売の月別推移
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千ｔ

緊急事態宣言（1/7発出）

1/08～3/21 埼玉、千葉、東京、神奈川

1/14～2/28 栃木（～2/7）、岐阜、愛知

京都、大阪、兵庫、福岡

令和2年7月豪雨

山形（最上川氾濫）

岐阜（飛騨川氾濫）

九州地方（球磨川氾濫） 等

緊急事態宣言（4/7発出）

4/07 埼玉、千葉、東京、神奈川

大阪、兵庫、福岡

4/16 全国

5/14～ 徐々に解除

5/25 全国で解除

2019年度

2020年度

（単位：千ｔ、％）

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計

２０１９ 3,444 3,177 3,407 3,752 3,055 3,517 3,701 3,738 3,526 2,950 3,322 3,359 40,948

２０２０ 3,191 2,844 3,362 3,323 2,974 3,350 3,742 3,407 3,410 2,666 2,981 3,398 38,650

増減 ▲ 253 ▲ 333 ▲ 45 ▲ 429 ▲ 81 ▲ 166 42 ▲ 331 ▲ 115 ▲ 284 ▲ 341 38 ▲ 2,297

伸率 ▲ 7.3 ▲ 10.5 ▲ 1.3 ▲ 11.4 ▲ 2.6 ▲ 4.7 1.1 ▲ 8.9 ▲ 3.3 ▲ 9.6 ▲ 10.3 1.1 ▲ 5.6

地区

北海道 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.0 0.3 0.4 0.5 0.4 ▲ 0.0 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.2 0.5 0.1

東北 ▲ 1.1 ▲ 1.8 ▲ 0.5 ▲ 1.5 ▲ 0.3 ▲ 0.5 0.4 ▲ 1.1 ▲ 0.9 ▲ 1.6 ▲ 1.5 ▲ 0.5 ▲ 0.9

関東一区 ▲ 3.6 ▲ 3.2 ▲ 0.7 ▲ 2.3 ▲ 0.9 ▲ 0.5 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.1 ▲ 1.3 ▲ 2.6 0.6 ▲ 1.2

関東二区 ▲ 0.1 ▲ 0.3 0.3 ▲ 0.5 0.4 0.2 1.0 ▲ 0.4 0.3 0.2 0.2 0.7 0.2

北陸 ▲ 0.2 ▲ 0.6 ▲ 0.3 ▲ 1.1 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 0.4 ▲ 1.0 ▲ 1.0 ▲ 1.9 ▲ 0.9 ▲ 0.7 ▲ 0.8

東海 ▲ 0.8 ▲ 1.2 ▲ 0.0 ▲ 1.6 ▲ 0.3 ▲ 0.8 ▲ 0.0 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.7 ▲ 0.8 0.6 ▲ 0.5

近畿 ▲ 0.7 ▲ 0.9 0.9 ▲ 1.5 0.2 ▲ 0.6 ▲ 0.2 ▲ 1.3 ▲ 0.3 ▲ 0.7 ▲ 0.5 1.0 ▲ 0.4

四国 0.4 0.0 ▲ 0.2 ▲ 0.7 ▲ 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.7 ▲ 0.4 ▲ 0.3

中国 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.5 0.1 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 0.4 ▲ 0.4

九州 ▲ 0.7 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 2.0 ▲ 0.6 ▲ 1.2 ▲ 0.5 ▲ 1.2 ▲ 0.6 ▲ 1.5 ▲ 1.5 ▲ 0.1 ▲ 1.0

沖縄 ▲ 0.2 ▲ 0.6 0.1 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.3

国内計 ▲ 7.3 ▲ 10.5 ▲ 1.3 ▲ 11.4 ▲ 2.6 ▲ 4.7 1.1 ▲ 8.9 ▲ 3.3 ▲ 9.6 ▲ 10.3 1.1 ▲ 5.6

寄　与　度
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セメントに関わる主な出来事

1995.01 阪神大震災
1997.04 消費税率3％→5％

1998～ 累次に亘る経済対策

2004 　　台風10個上陸
2004.10 新潟県中越地震

2007.06 改正建築基準法

2008.09 リーマンショック

2009.09 民主党政権誕生
2011.03 東日本大震災
2014.04 消費税率5％→8％
2016.04 熊本地震

2018.06 大阪北部地震
2018.07 西日本豪雨
2018.09 台風21号上陸
2018.09 北海道胆振東部地震

2019.06～10
前線、台風による爆風雨・豪雨
（台風15号、19号他5個上陸）
2019.10 消費税率8％→10％

2020 　　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大
2018.07 令和2年7月豪雨

注：1.国内需要は、国内販売に輸入を加えた数値

注：2.２０２０年度の国内需要は見込み

会計年度  セメント国内需要と販売の推移

1965年度：31,861 

1966年度：36,956 

1967年度：41,550 

1990年度：86,286 

1996年度：82,417 

2010年度：41,614 

2013年度：47,705 

2016年度：41,777 

2018年度

42,589 

40,970 

38,664 
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（単位：千ｔ、％）

（単位：千ｔ、％）

項目

地区 普　通 超・早強 その他 計 高　炉 ﾌﾗｲｱｯｼｭ その他 計

北海道 1,314 168 4 1,487 401 8 17 425 - 1,912
　 前年比 97.5 118.0 40.2 99.1 110.8 77.4 127.2 110.4 - 101.4

　 構成比 68.7 8.8 0.2 77.7 21.0 0.4 0.9 22.3 - 100.0

東　北 2,304 285 12 2,601 767 19 1 787 - 3,388
　 前年比 92.9 96.7 136.7 93.5 81.3 105.9 12.0 81.1 - 90.3

　 構成比 68.0 8.4 0.4 76.8 22.6 0.6 0.0 23.2 - 100.0

関東一 7,110 179 641 7,931 918 - 10 928 45 8,904
　 前年比 93.5 95.5 111.2 94.8 93.4 - 175.1 93.9 88.8 94.6

　 構成比 79.9 2.0 7.2 89.1 10.3 - 0.1 10.4 0.5 100.0

関東二 2,252 516 19 2,787 653 4 13 669 73 3,529
　 前年比 95.7 102.2 84.0 96.7 133.6 83.9 82.9 131.6 98.9 101.9

　 構成比 63.8 14.6 0.5 79.0 18.5 0.1 0.4 19.0 2.1 100.0

北　陸 1,271 193 22 1,486 379 2 13 394 - 1,880
　 前年比 83.3 101.6 140.1 85.9 85.4 33.0 35.5 80.9 - 84.8

　 構成比 67.6 10.3 1.2 79.0 20.2 0.1 0.7 21.0 - 100.0

東　海 3,310 303 81 3,694 723 2 5 730 0 4,424
　 前年比 93.8 89.8 153.0 94.2 102.8 11.0 2,889.7 101.2 62.6 95.3

　 構成比 74.8 6.8 1.8 83.5 16.3 0.0 0.3 16.5 0.0 100.0

近　畿 3,860 234 136 4,230 1,179 - 2 1,181 - 5,412
　 前年比 97.6 97.4 105.0 97.8 94.4 - 290.5 94.5 - 97.1

　 構成比 71.3 4.3 2.5 78.2 21.8 - 0.0 21.8 - 100.0

四　国 794 52 1 846 593 - 5 598 - 1,445
　 前年比 96.1 102.6 27.5 96.3 90.4 - 15.1 86.5 - 92.0

　 構成比 54.9 3.6 0.1 58.6 41.0 - 0.4 41.4 - 100.0

中　国 1,427 173 6 1,606 796 - 1 797 - 2,403
　 前年比 90.9 94.4 120.5 91.4 101.2 - 17.4 100.8 - 94.3

　 構成比 59.4 7.2 0.3 66.8 33.1 - 0.0 33.2 - 100.0

九　州 2,726 156 57 2,939 1,497 - 32 1,529 - 4,468
　 前年比 89.9 77.6 145.2 89.9 95.3 - 98.5 95.3 - 91.7

　 構成比 61.0 3.5 1.3 65.8 33.5 - 0.7 34.2 - 100.0

沖　縄 884 2 - 886 - 0 - 0 - 886
　 前年比 87.7 78.6 - 87.7 - 44.9 - 44.9 - 87.7

　 構成比 99.8 0.2 - 100.0 - 0.0 - 0.0 - 100.0

国内計 27,251 2,262 979 30,492 7,905 35 99 8,039 119 38,650
　 前年比 93.2 96.8 113.4 94.0 96.6 61.7 64.7 95.8 94.5 94.4

　 構成比 70.5 5.9 2.5 78.9 20.5 0.1 0.3 20.8 0.3 100.0

２０２０年会計年度 セメント国内販売高

需要部門別販売高

種類別販売高

ポルトランドセメント 混合セメント その他の
セメント

合　計

項目

年度 前年比 構成比 前年比 構成比 前年比 構成比 前年比 構成比

2016 29,221 97.2 70.4 5,652 100.3 13.6 6,624 99.7 16.0 41,497 98.0 100.0

2017 29,470 100.9 70.7 5,827 103.1 14.0 6,404 96.7 15.4 41,701 100.5 100.0

2018 30,015 101.8 70.6 5,761 98.9 13.6 6,722 105.0 15.8 42,499 101.9 100.0

2019 28,751 95.8 70.2 5,649 98.1 13.8 6,547 97.4 16.0 40,948 96.4 100.0

2020 27,233 94.7 70.5 5,491 97.2 14.2 5,926 90.5 15.3 38,650 94.4 100.0

  生コン   セメント製品   その他   国内計
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3月公共

2月建着

▲ 7.6 ▲ 11.6 4.2 12.2 国道４５２号鏡ﾄﾝﾈﾙ工事、新桂沢ﾀﾞﾑ堤体建設第３期工事

居住 ▲ 0.2 0.4 ▲ 5.1
非居住 ▲ 7.0 ▲ 26.1 ▲ 4.5

24.5 16.2 ▲ 1.4 3.0

中新町山手地区市街地再開発建築物新築(青森)、石巻中央幹線管渠復興建設、石巻中央排水ﾎﾟﾝﾌﾟ場復興建
設（以上、宮城）、仙台最高裁判所秋田支部・秋田地方家庭簡易裁判所庁舎新営建築、県・市連携文化施設建
築（以上、秋田）、中間貯蔵施設大熊･双葉工区の受入分別処理・貯蔵工事、大熊･双葉町除去土壌等輸送工
事、ふくしま復興再生道路橋りょう整備ﾄﾝﾈﾙ工事（以上、福島）

居住 ▲ 14.1 ▲ 10.5 ▲ 6.3 秋田

非居住 ▲ 6.8 ▲ 8.1 ▲ 9.4 岩手

4.9 3.1 6.3 0.9

南部流域処理場汚泥焼却設備工事（埼玉）、東京外環中央JCT北側Ａ･Hﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞ工事、国道２０号八王子南
ﾊﾞｲﾊﾟｽ館第二ﾄﾝﾈﾙ工事、東京国際空港C滑走路他地盤改良、東京外かく環状道路本線ﾄﾝﾈﾙ大泉南工事、東
京外かく環状道路中央JCT南側Ｆﾗﾝﾌﾟｼｰﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ工事、首都高速道路上部工補強工事、都立日野高等学校
改築、都立町田の丘学園西校舎棟ほか改築、世田谷区八幡山三丁目都営住宅西工事、北区立都の北学園新
築、国分寺市新庁舎建設、ｺｰｼｬﾊｲﾑ松ノ木建築及びその他工事（以上、東京）、国道３５７号多摩川ﾄﾝﾈﾙ浮島
立坑工事、横浜環状南線栄IC・JCT本線第２－２橋他上部工事、横浜港新本牧地区護岸防波･岸壁耐震工事、
新東名高速道路秦野IC工事 （以上、神奈川）

居住 ▲ 17.2 ▲ 10.9 ▲ 6.1
非居住 11.1 ▲ 24.5 ▲ 30.4 埼玉、東京

9.5 0.2 ▲ 13.2 ▲ 13.1
大子町し尿処理施設建て替え工事(茨城)
国道２０号下諏訪岡谷ﾊﾞｲﾊﾟｽ山田ﾄﾝﾈﾙ工事（長野）

居住 ▲ 12.1 ▲ 2.4 8.4 群馬、長野

非居住 ▲ 21.3 ▲ 27.4 6.8 茨城

▲ 8.4 ▲ 8.6 ▲ 15.9 ▲ 1.0

居住 ▲ 14.2 ▲ 10.1 9.9 新潟

非居住 ▲ 31.6 1.1 80.3 石川、福井、新潟

4.4 ▲ 7.5 0.7 10.3
新丸山ﾀﾞﾑ本体建設、内ケ谷ﾀﾞﾑ本体工事（以上、岐阜）、設楽ﾀﾞﾑ付替道路瀬戸設楽線ﾄﾝﾈﾙ工事
（愛知）、国道１６７号磯部ﾊﾞｲﾊﾟｽ道路改良恵利原五知ﾄﾝﾈﾙ工事（三重）

居住 ▲ 16.9 ▲ 10.0 1.8 岐阜、静岡

非居住 ▲ 8.2 ▲ 14.6 22.9 愛知、三重

19.3 ▲ 13.0 ▲ 2.4 4.5

名神高速道路多賀地区車線拡幅工事(滋賀)、新名神高速道路城陽第二高架橋下部工工事、木津川流域下水
道洛南浄化ｾﾝﾀｰ水処理施設建設、松ケ崎浄水場高区１・２号配水池改良（以上、京都）、名神高速道路大蔵司
高架橋他３橋耐震補強、西名阪自動車道阪奈高速道路事務所改築、阪神高速道路料金所ETC設備更新その
他工事、大阪労災病院新棟その他建築、六軒家川防潮堤補強、安威川ﾀﾞﾑ取水放流施設躯体築造、国道３７１
号道路改良、島屋北幹線下水管渠築造、長吉長原東第４住宅４０号館建設、交流会館建設、大阪市海老江下
水処理場改築更新、大阪市中央卸売市場南港市場施設整備、此花下水処理場ﾎﾟﾝﾌﾟ場築造、八王寺川ﾊﾞｲﾊﾟｽ
管築造、堺市古川下水ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設、寝屋川市高宮ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設（以上、大阪）、神戸港航路附帯施設基礎工
事、中国横断自動車道角亀工事、西宮市公共下水道新設、姫路市広畑本町貯留管他建設（以上、兵庫）、和歌
山下津港海岸日方水門築造、阪和自動車道御坊ﾄﾝﾈﾙ他工事、湯浅御坊道路日高川橋他鋼上部工工事、海南
金屋線鏡石ﾄﾝﾈﾙ道路改良（以上、和歌山）

居住 ▲ 8.4 ▲ 3.3 ▲ 7.7 滋賀、兵庫、奈良、和歌山

非居住 ▲ 20.1 27.6 ▲ 10.9 兵庫

14.0 ▲ 15.3 ▲ 2.4 7.9
県道岩城弓削線岩城橋建設、市之井手浄水場導水管布設替及びｼｰﾙﾄﾞ工事（以上、愛媛）、日下川新規放水路
工事、窪川佐賀道路平串･不破原ﾄﾝﾈﾙ工事、はりまや町都市計画道路一宮線工事（以上、高知）

居住 ▲ 8.4 11.7 ▲ 8.8
非居住 ▲ 7.8 ▲ 14.0 2.2 愛媛、高知

2.9 ▲ 16.5 ▲ 8.0 ▲ 2.1

波積ﾀﾞﾑ本体建設（島根）、国道２号大樋橋西高架橋工事、小田川付替え南山掘削他工事、玉島笠岡道路西大
島ﾄﾝﾈﾙ他工事（以上、岡山）、県立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰわかば療育園外５棟新築その他工事、国道３７５
号道路改良引宇根ﾄﾝﾈﾙ工事、福山市立千年小中一貫教育校校舎新築（以上、広島）、木与第３ﾄﾝﾈﾙ工事、平
瀬ﾀﾞﾑ建設工事、宇部市新庁舎１期棟新築（以上、山口）

居住 ▲ 10.2 ▲ 7.6 ▲ 7.4 鳥取、島根、山口

非居住 ▲ 4.2 ▲ 21.2 ▲ 24.2 鳥取、岡山

3.4 ▲ 7.5 2.1 1.4

築城基地誘導路整備等土木工事、稲築東・稲築及び碓井中学校区義務教育学校施設整備、北九州市昭和町
雨水貯留管建設（以上、福岡）、国道４９７号松浦１号ﾄﾝﾈﾙ新設、高田南宅地整備（以上、長崎）、国道５７号笹
原ﾄﾝﾈﾙ新設、熊本市東部浄化ｾﾝﾀｰ建設、菊池環境保全組合新最終処分場埋立地建設（以上、熊本）、下北方
浄水場新系浄水施設整備（宮崎）、奄美新駐屯地敷地造成追加工事、種子島宇宙ｾﾝﾀｰ第３衛星ﾌｪｱﾘﾝｸﾞ組立
棟新築他工事（以上、鹿児島）

居住 ▲ 21.6 ▲ 14.4 2.7 福岡

非居住 ▲ 18.2 ▲ 4.7 21.0 大分、宮崎、鹿児島

▲ 4.6 ▲ 8.8 0.5 ▲ 3.6 石垣島駐屯地新設土木工事

居住 ▲ 43.1 ▲ 20.0 ▲ 16.4
非居住 ▲ 38.2 ▲ 27.4 45.4 沖縄

7.5 ▲ 3.4 ▲ 1.1 1.9
 注：1．公共工事欄の工事は請負金額20億円以上、一部例外あり
 注：2．建築着工欄の都道府県名は前年伸び率2ｹﾀ以上ﾌﾟﾗｽを示す

居住 ▲ 14.9 ▲ 8.3 ▲ 3.2  出所：公共工事は公共工事請負額（各保証会社）

非居住 ▲ 9.3 ▲ 10.8 ▲ 7.2  出所：建築物着工は建築物着工床面積（国土交通省）

地区別にみた建設指標の前年伸び率

（単位：％）

地区 建設指標

最新月

2020年
10～12月

主な大型工事と背景
（公共－請負金ベース、建着－着工ベース）

北海道

公共工事

建築
着工

東北

公共工事

建築
着工

2020年
7～9月

北陸

公共工事

建築
着工

東海

公共工事

建築
着工

関東一

公共工事

建築
着工

関東二

公共工事

建築
着工

四半期

2021年
1～3月

沖縄

公共工事

建築
着工

合計

公共工事

建築
着工

中国
公共工事

建築
着工

九州

公共工事

建築
着工

近畿

公共工事

建築
着工

四国

公共工事

建築
着工

7



注：手持ち工事月数＝手持ち工事高/直近12ヶ月平均施工高

注：1.過不足率＝（確保したかったが出来なかった労働者数－確保したが過剰となった労働者数）

注：1.　　　／（確保している労働者数＋確保したかったが出来なかった労働者数）×100

注：2.調査対象は、建設業法上の許可を受けた法人企業（資本金300万円以上）で、
　注：3.調査対象職種の労働者を直用する建設業者のうちの約3,000社

11699 
10397 11914 12006 

8776 

13.8 ヶ月
14.9 ヶ月
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35,000
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億円 ＧＣ大手５０社 国内工事受注額・施工高・手持ち工事月数

受注額

施工高

▲ 4

▲ 2

0

2

4

6

8

20.2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 21.1 2

％
建設技能労働者の過不足率

型枠工（土木）

鉄筋工（土木）

型枠工（建築）

鉄筋工（建築）

2019年度

建設投資額

62兆円

公共

民間

▲ 1.5

1.8

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

40

20.2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 21.1 2

％ ＧＣ大手５０社 国内工事受注額の前年伸び率（寄与度）

公共

民間

その他

伸び率

手持ち工事月数

直近の不足率ピーク

2013年暦年（2.9%）
（単純平均値）

不

足

GC大手50社
国内受注額

22.7%

過

剰
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